
　

二
〇
二
一
年
七
月
一
日
、
新
渡
戸

稲
造（
一
八
六
二
～
一
九
三
三
）
か

ら
学
ん
だ
河
井
道（
一
八
七
七
～
一

九
五
三
）
が
初
代
学
園
長
で
あ
っ
た

恵
泉
女
学
園
の
、
九
代
目
理
事
長
を

拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
河

井
道
は
自
著『
わ
た
し
の
ラ
ン
タ
ー

ン
』
の
終
わ
り
に「
こ
こ
ま
で
、
わ

た
し
は
、
わ
た
し
の
ラ
ン
タ
ー
ン
を

か
か
げ
て
き
た
。
時
が
く
る
と
、
そ

れ
は
別
の
手
へ
と
ひ
き
継
が
れ
て
、

さ
ら
に
先
へ
と
運
ば
れ
て
い
く
で
あ

ろ
う
。
私
た
ち
の
魂
の『
太
陽
』
が
、

こ
の
世
界
の
面
か
ら
、
う
れ
い
と
闇

の
跡
を
一
ひ
ら
も
残
さ
ず
追
い
は
ら

う
ま
で
、
こ
の
ラ
ン
タ
ー
ン
が
、
芯

を
切
り
と
と
の
え
ら
れ
、
燃
え
つ
づ

け
て
い
く
よ
う
に
、
わ
た
し
は
そ
れ

の
み
を
願
っ
て
い
る
」
と
記
述
し
て

い
る
。

　

女
子
教
育
に
大
い
な
る
理
解
を
示

し
た
新
渡
戸
稲
造（
東
京
女
子
大
学 

初
代
学
長
）
が
、
河
井
道（
恵
泉
女

学
園
創
立
者
）、
津
田
梅
子（
一
八
六

四
～
一
九
二
九
：
女
子
英
學
塾
創
立

者
）、
安
井
て
つ（
一
八
七
〇
～
一
九

四
五
：
東
京
女
子
大
学
第
二
代
学
長
）

を
援
護
し
た
。
こ
の
三
人
に
共
通
す

る
の
は「
洗
練
さ
れ
た
自
尊
心
」
の

人
格
像
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
さ
に
、

「
種
を
蒔
く
人
に
な
り
な
さ
い
」
の

実
践
で
あ
る
。

　

私
の
生
涯
に
強
い
印
象
を
与
え
た

ひ
と
つ
の
言
葉
が
あ
る
。「
ボ
ー
イ

ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」（Boys, 

be am
bitious!

）
で
あ
る
。
札
幌
農

学
校
を
率
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク

ラ
ー
ク（
一
八
二
六
～
一
八
八
六
）

　

私
が
若
き
日
に
学
ん
で
き
た
こ
と

を
次
の
一
〇
カ
条
に
ま
と
め
て
み
た
。

「
教
育
」
一
〇
カ
条

一　
世
界
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
歴

史
を
通
し
て
今
を
見
て
い
く
。

二　
俯
瞰
的
に「
理
」
を
理
解
し「
理

念
を
持
っ
て
現
実
に
向
か
い
、
現
実

の
中
に
理
念
」
を
問
う
人
材
の
育
成
。

三　
複
眼
の
思
考
を
持
ち
、
視
野
狭

窄
に
な
ら
ず
、
教
養
を
深
め
、
時
代

を
読
む「
具
眼
の
士
」
の
種
蒔
き
。

四　
自
分
の
研
究
に
自
信
が
あ
っ
て
、

世
の
流
行
り
廃
り
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、

あ
く
せ
く
し
な
い
態
度
。

五　
軽
や
か
に
、
そ
し
て
も
の
を
楽

し
む
。
自
ら
の
強
み
を
基
盤
と
す
る
。

六　
学
に
は
限
り
な
い
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
て
、
新
し
い
こ
と
に
も
、

自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
に
も
謙
虚
で
、

常
に
前
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
。

七　
段
階
ご
と
に
辛
抱
強
く
、
丁
寧

に
仕
上
げ
て
い
く
。
最
後
に
立
派
に

完
成
す
る
。

八　
事
に
当
た
っ
て
は
、
考
え
抜
い

て
日
本
の
持
つ
パ
ワ
ー
を
充
分
に
発

揮
し
て
大
き
な
仕
事
を
す
る
。

九　
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
流
行
を

作
れ
！

一
〇　
昔
の
命
題
は
、
今
日
の
命
題

で
あ
り
、
将
来
の
そ
れ
で
も
あ
る
。

　

ま
さ
に
、「
本
質
的
な
人
間
教
育
の

が
、
そ
の
地
を
去
る
に
臨
ん
で
、
馬

上
か
ら
学
生
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
、幼
な
か
っ
た
私
は
、ク
ラ
ー

ク
の
こ
と
も
札
幌
農
学
校
の
こ
と
も

知
ら
ず
、
ク
ラ
ー
ク
精
神
が
新
渡
戸

稲
造
、
内
村
鑑
三（
一
八
六
一
～
一

九
三
〇
）
と
い
う
、
後
に
私
の
尊
敬

す
る
二
人
を
生
ん
だ
こ
と
も
知
ら
ぬ

ま
ま
、
た
だ
、
小
学
校
の
卒
業
式
で
、

来
賓
の
言
っ
た
言
葉
の
響
き
が
胸
に

染
み
入
り
、
ぽ
っ
と
希
望
が
灯
る
よ

う
な
思
い
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
私
の
原
点
で
あ
り
、
そ
し
て

医
学
生
・
病
理
医
師
時
代
の
読
書
遍

歴
は
、
内
村
鑑
三
・
新
渡
戸
稲
造
・

南
原
繁（
一
八
八
九
～
一
九
七
四
）・

矢
内
原
忠
雄（
一
八
九
三
～
一
九
六

一
）
の
著
書
と
な
っ
た
。

　
「
目
的
は
高
い
理
想
に
置
き
、
そ

れ
に
到
達
す
る
道
は
臨
機
応
変
に
取

る
べ
し
」（
新
渡
戸
稲
造
）、「
古
い
も

の
に
は
、
ま
だ
再
活
用
さ
れ
る
要
素

が
あ
る
の
で
あ
る
」（
内
村
鑑
三
）

の
教
訓
が
今
に
生
き
る
。
思
え
ば
、

「
人
生
邂
逅
」の「
不
連
続
の
連
続
性
」

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に「
す
べ
て
の
こ

と
を
働
か
せ
て
益
と
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
、私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
」

（
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
八
章
二
八
節
・

新
改
訳
）
の
体
験
で
あ
る
。

見
直
し
」
の
時
代
的
様
相
で
あ
る
。

　

新
渡
戸
稲
造
は
、「『
最
も
剛
毅
な

る
者
は
最
も
柔
和
な
る
者
で
あ
り
、

愛
あ
る
者
は
勇
敢
な
る
も
の
で
あ

る
』
と
は
普
遍
的
に
真
理
で
あ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。
ご
く
簡
単
に
言
え

ば
、「
弱
い
も
の
い
じ
め
を
す
る
な
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
な
す
べ
き
こ

と
を
な
そ
う
と
す
る
愛
」
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。「
他
人
の
苦
痛
に
対
す

る
思
い
や
り
」
は
、
医
療
・
教
育
の

根
本
で
あ
る
。

　
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
人
知
・
思
い
を

超
え
て
進
展
す
る
こ
と
を
痛
感
す
る

日
々
で
あ
る
。「
私
は
一
人
の
人
間
に

過
ぎ
な
い
が
、
一
人
の
人
間
で
は
あ

る
。
何
も
か
も
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
何
か
は
で
き
る
。
だ
か
ら
、

何
も
か
も
は
で
き
な
く
て
も
、
で
き

る
こ
と
を
で
き
な
い
と
拒
み
は
し
な

い
」（
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
）で
あ
る
。「
時

代
を
動
か
す
リ
ー
ダ
ー
の
清
々
し
い

胆
力
」
と
し
て
の「
人
間
の
知
恵
と

洞
察
と
と
も
に
、
自
由
に
し
て
勇
気

あ
る
行
動
」（
南
原
繁
著
の『
新
渡
戸

稲
造
先
生
』
よ
り
）
の
文
章
が
思
い

出
さ
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。「
国

民
の
理
想
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り
出

す
の
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
と
学

問
の
ほ
か
に
は
な
い
」（
南
原
繁
）。

「
練
ら
れ
た
品
性
と
綽
々
た
る
余
裕
」

は「
教
育
の
真
髄
」
で
あ
る
。

　

時
に
は
気
づ
か
な
い
大
事
な
使
命

が
あ
る
。
人
は
必
ず
人
生
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
。「
も

し
か
す
る
と
、
こ
の
時
の
た
め
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。」（
エ
ス
テ
ル
記

四
章
一
四
節
・
新
改
訳
）
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蒔
く
人
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な
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